










































の水産史研究 ―“ハーモニアス・デヴェロップメント”の実像―」がそれで、2018年 7月 7日
（土）に神奈川大学において開催された。本フォーラムは、共同研究の成果を、研究者コミュニ
ティーだけでなく、多くの人に共有してもらうべく公開講座として企画されたものである。
　本フォーラムにおけるそれぞれの発表テーマは以下の通りである（発表順）。「渋沢水産史研究室
による水産史研究の歴史的背景について」（宮瀧交二）、「戦前の地方農村青年をとりまく思想的・
社会的状況について」（今井雅之）、「未完の筌研究にみる渋沢水産史研究室の調査法」（加藤幸治）、
「渋沢敬三と魚名研究 ―その特徴と学史的意義―」（安室知）、「桜田勝徳の志賀島採集のハコフグの
剝製について」（増﨑勝敏）、「宮本常一による昭和 10年代民俗調査の足跡」（佐藤智敬）、「山口和雄
の網漁業研究にみるアチック・ミューゼアム時代の水産史研究の位置づけ」（磯本宏紀）、「祝宮静
の豆州内浦漁民史料調査にみる水産史研究の展開」（葉山茂）、「楫西光速の塩業研究にみる渋沢水
産史研究室の経済史学的一面」（星洋和）、「戸谷敏之の問題関心にみる魚肥研究の位置づけ」（今井
雅之）、「伊豆川浅吉の捕鯨研究と鯨肉食通信調査」（佐藤麻南）
　そして、このフォーラムを受け、このたび編集されたのが本書である。本書は共同研究の成果が
今後長く研究資源として利用されるよう、共同研究メンバーによる個々の論考に加え、これまで公
にされることなく研究機関等に眠っていたいくつかの未発表資料を掲載している。
　さらにいえば、本書はあと一年に迫った日本常民文化研究所の百周年にとっても重要な記録とな
る。百周年記念誌が企画されるとき、基礎的な資料となるにちがいない。そう考えると、本来な
ら、本共同研究のテーマは日本常民文化研究所本体がやらなくてはならないことであったかもしれ
ないが、むしろ外部の目でなされたからこそいくつもの新たな発見がなされたといってよい。
　最後になるが、本共同研究の代表者である加藤幸治氏、研究メンバー（共同研究者・研究協力者）
となる磯本宏紀（徳島県立博物館）、今井雅之（東北歴史博物館）、揖善継（和歌山県立自然博物館）、
佐藤智敬（府中市郷土の森博物館）、葉山茂（国立歴史民俗博物館）、日高真吾（国立民族学博物館）、
星洋和（宮城県公文書館）、増﨑勝敏（大阪府立港高等学校）、宮瀧交二（大東文化大学）、佐藤麻南
（東北学院大学、大学院生）の各氏には、本務に多忙のなか本共同研究のために調査をおこない論考
を執筆いただいたことに、日本常民文化研究所として感謝申し上げなくてはならない。
